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研究成果の概要（和文）：三重県多気郡明和町立の二つの町立小学校（下御糸と明星）を、地域のインフルエンザ流行
を制御するための教育、実践、研究サイクルを回す拠点として確立した。児童は、流行期間に入る前に感染防御の基礎
と応用教育を受け、期間中は発症経過を詳細に記録した。その結果、小学校におけるインフルエンザ流行は爆発的にで
はなく、漸次的に進行して約３か月間続くこと、学級閉鎖は流行を解消する効果はないが、流行を遅らせる効果がある
こと、明確な発症の直前に多くの児童は上気道の不調や咳の症状があることが明らかになった。この結果は発症直前に
児童が感染源となることを示し、そこからの感染拡大が流行制御に効果があることを示唆する。

研究成果の概要（英文）：The base of education-practice-analysis cycle to clarify the mechanism of influenz
a epidemic in a community has been established on two elementary schools, Shimomiito and Myojo in Meiwa-to
wn, Mie Prefecture.  Before epidemic period, children in the school studied basic knowledge of influenza i
nfection and methods to prevent it.  In the period, they recorded clinical path of their own influenza.  W
e obtained the important information to control influenza endemic in communities as follows; (1) influenza
 epidemic in elementary schools continued gradually not explosively about three months, (2) the closing cl
ass could not cancel epidemic but delay it, and (3) many children showed some symptoms of upper respirator
y tract including cough just before getting fever.  These results suggest that a child just before getting
 fever works as a source of infection, and therefore, preventing the second infection from it is effective
 to control influenza in schools and communities.
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１．研究開始当初の背景 
インフルエンザは毎年必ず流行という現
象を引き起こし、感染に関連して国内で 1万
人内外が死亡していると推定されている重
要な感染症である。悪性のトリインフルエン
ザの流行も懸念されているが、有効な対策が
見出されていない。ワクチン接種もかなり普
及しているが、流行制御に大きな効果を上げ
ているとは言えない状況である。マスク、手
洗い、うがい、咳エチケットといった感染防
御行動も普及はしているが、その効果ははっ
きりせず、毎年、大きな流行が繰り返されて
いる。 
このような状況を打開するには、流行の現
場である地域社会において、住民が流行の仕
組みについての正しい知識を持ち、それに基
づく現実的な感染防御対策を実施する必要
があるが、実現していない。その原因は、地
域における流行進行の仕組みそのものが解
明されていないことによる。 
 
２．研究の目的 
インフルエンザの流行の制御がうまくい
かないのは、社会における流行進行の仕組み
が解明されていないため、様々な感染防御法
が有効に活用されていないことによる可能
性があるので、その解明は現状を大きく変え
る可能性がある。 
本研究では、地域の小学校に研究基盤を設
定し、児童にインフルエンザの基礎と応用教
育を行った後に発症を詳しく記録してもら
って解析することで、流行の進行にかかわる
因子を導き出し、制御に有効な方策を解明す
ることを目的とした。小学校を基盤としたの
は、そこでは感染履歴の少ない年少者が長時
間集団で生活するために感染が容易に拡大
しやすい場であることや、児童の家庭には高
齢者や基礎疾患を保有する家族が多数生活
しているために、児童の感染制御は地域の流
行制御に有効と考えられるためである。また、
子どもたちを守るための活動は、地域住民の
理解と協力を得やすく、自主的な感染制御対
策の育成にもつながるためである。 
 
３．研究の方法 
毎年の春季に、児童にインフルエンザの基
礎教育を実施し、秋季に感染防御の応用教育
を実施した。春季教育は、全学年、全学級で
個別に実施した。秋季教育は、ふたつの学年
をまとめて実施した（図１）。 
流行期に入ったことが宣言されたら、児童
と家庭に健康について注意を向けさせ、異常
を感じたときに、その内容（症状、体温、受
診と診断、欠席日時、家族の発症状況、その
前後の行動、ワクチン接種の有無、学級閉鎖
の日時など）を事前に配布した記録用紙に記
録してもらった。流行終了後に記録用紙を回
収して、内容を分析した。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１．春季授業の様子（２年生） 
 
発症記録から流行進行の時間的変化を可
視化するダイヤグラムを作成し、感染経路と
流行進行にかかわる因子を探った。 
研究成果は、専門の学会で発表するととも
に、小学校や地域での説明会を開催して住民
への周知を図った。 
 
４．研究成果 
⑴小学校のインフルエンザ流行は爆発的で
はなく、漸次的に２～３か月間持続した。累
積発症数の増加は、S字状の形態を取った（図
２）。時とし集団感染的な発症も起こるが、
概して児童の少人数の発症が続くことがわ
かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図２．ふたつの小学校の流行経過 
 
⑵学級閉鎖は流行を1週間程度遅らせる効果
はあったが、流行そのものを消滅させる効果
はないことがわかった。 
 
⑶治癒して再登校した児童から感染したと
思われる発症児童は、ほとんど認められなか
った。この結果は、現在実施されている欠席
指導基準の妥当性に対して疑問を提示する
ものである。 
 
⑷アンケートの結果、発症に先行して、５～
８割の児童に咳や喉の不調などの上気道症
状が認められることがわかった。その段階で
のウイルス排出の有無は不明であるが、その
ような児童が感染源となっている可能性が
あることがわかった（図３）。 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図３．発症時の症状とその割合 
 
⑸研究期間を通じて、ワクチン接種は発症数
を減少させる効果は認められなかった（図
４）。毎年、ワクチン接種率は約５割であっ
た。重症化した児童は、ふたつの小学校とも
に認められなかったため、重症化を低減させ
る効果は不明であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図４．ワクチン接種と発症の関係 
 
⑹教室内席次と発症順序との明確な関係は
認められなかった。このことは、教室活動以
外での児童間の感染の可能性を示唆する。 
 
⑺流行期間中に数回、集団感染と考えられる
児童の同時発症が認められた。このことは、
特定の感染拡大状況や強い感染源の存在を
示唆する。 
 
以上の結果は、小学校におけるインフルエ
ンザ流行は、発症直前の児童が感染源となっ
て進行するが、大きく拡大となることは少な
いことを示す（図５）。感染連鎖も長くつな
がらないことが明らかになった。   
児童は地域で感染してそれを学校に持ち
込むので、地域の流行が終息しない限り、小
学校の流行は終息しにくいと考えられる。発
症直前の児童からの二次感染を防ぐのは難
しいが、その時点で注意喚起すれば、それ以
上の感染継続や拡大は防ぐことができる可
能性があることがわかった。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図５．児童の感染の仕組み 
 
児童の発症直前の状況が明らかになって
きたので、流行自体を消滅させることはでき
ないが、その進行をより穏やかに進めること
が可能となりつつある。すなわち、ひとりの
児童の発症を認識した場合、その時点ですで
に二次感染が起きていて、発症を待つだけの
潜伏期にある児童が存在する可能性が高い。
その児童は、早晩、ウイルスの排出を始めて、
自身の発症認識以前に他の児童に感染を拡
大させる可能性がある。 
従って、ひとりの児童の発症を見た時点で、
他の児童に対して注意喚起し、感染しない、
感染させない対策、すなわち「うつらない、
うつさない」対策をインフルエンザの潜伏期
間である三日間だけ強力に実施する。実施内
容は、集団行動時のマスクの着用、手洗い、
うがいの徹底である。それによって、あらた
な感染が起こりにくい状況の中で、二次感染
児童を発症させる。このようにして、感染の
拡大を防止できる可能性があることがわか
った。 
実際に、本研究最終年度では、１２月の最
初の流行発生時に全校行事が重なったにも
かかわらず、上記の防御策を実施したことに
よって、更なる感染拡大の防止に成果した。 
一方で、感染児童からのウイルス排出がど
の時点から起こるのかは不明である。小学校
では侵襲を伴うような研究手技は実施でき
ないし、対象群を設定する介入研究も不可能
であるし、積極的にするべきではないと考え
る。ただ、侵襲を伴わない手技によって児童
からインフルエンザの症状に付随する検体
を採取し、そこにおけるウイルスを同定する
ことは、小学校における流行を制御する方法
を確立するために必須であると考えられる
ので、今後、実施を目指したい。 
また、小学校を取り巻く地域の流行状況も
不明なままでは、小学校での流行制御はでき
ないので、その解明に取り組みたい。 
今後、小学校における生活レベルの無理の
ない制御方法を試行して、その結果を公表し
ていく予定である。 
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